
 

 

活動報告書(様式２)  
 
 

【ゼロカーボンシティ実現に向け、力を入れた環境活動】 

 節水・節電気・食べ残し０
ゼロ

を意識させるため、美化・給食委員会の生徒主体で全

クラスへ取組を周知し、限りある資源について考えるきっかけづくりと、行動力を

育んでいる。 

【どのようにゼロカーボンシティ実現に貢献しているか】 

 生徒の主体的な行動から環境意識を高められるように教員が働きかけ、目に見え

る形（数値）で達成状況を確認することで、環境保全を自分ごととして捉えさせる。 

 

＜主な教育効果：主体性の育み、環境配慮意識の向上、環境保全の意欲の増進＞ 

１ 《地球温暖化防止・エネルギー》           

 ＩＳＯ点検期間（９月・２月）の３日間、

節水・節電を生徒がクラス内で呼びかけ、達

成できた人数を記録する。３日間の推移や、

２回の比較をし、限りあるエネルギーを大切

にしようとする態度を育てている。 

 

２ 《みどり・生物多様性》 

美化委員の生徒が自主的に落ち葉清掃を

登校後に行った。

その姿を見て自

ら参加する生徒

が増え、下級生も

参加するようになった。地域の環境美化活動

には、住んでいる自治会の活動へ個別に参加

した。 

３ 《資源循環》 

 給食コンクール期間（６月・１１月）の１

週間、学年を越えて様々な教員が給食指導に

入った。 

今年度（４月～１２月）は残食量が多い（令

和４年度：約５．１㎏，令和５年度：約９．

３㎏）ため、給食委員の生徒は重点と捉え、

給食時に教室で呼びかけたり、校内放送を使

うなど積極的に残食量削減に向けて声かけ

をしたりした。 

栄養教諭が毎月食育掲示板に季節に合わ

せた食材を紹介し、食に関する意識向上を図

っている。 

〈給食コンクール〉   〈食育掲示板〉 

 

 

 

環境目標：生徒の環境意識を高め、 

自立した生徒が育つ富岡中学校  
～生徒主体の環境保全～ 

所沢市立富岡中学校 


